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上評1金額正に領収致しました。
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先日、町田市議会において、「新型コ回すウイルス感染症」のワクチン接種や現状につい
て質問しました。  イ

ワクチン接種が65歳以上から全国的に開始されていますが、ラ約時に大きな混乱があ
りましたと

◆後、接種対象年齢が順次下げられることが評想される中、市民エーズに応えるべ<体
行」の強化を求めました。

また、市民の確実な感染拡大防止のためには F事実」に基づき正確に事態を把握すべき
です。    

「

政府はワクチン接種対象年齢をそれまでの16歳以下た)｀ら12歳以下に下げました。

私は「ワクチン接種希望者にはスム‐ズな環境整備を・接種を希望しない方には強制し
なしヽ社会づくり」が大切だと思っています。  |

厚生労l動省のデータに基づけば、若年層へのワクチン接種はベネフィット (恩恵)より
リスクが危惧されますので、|その点も指摘させていたださました:       !

釉 ロナウイルス醸巣症の国内発生動向
(離 胎 )|

〔速報値)

鐸と碑肇財露綺 Hと
令稗3年 9月 ?日 18時時点   |

新里]ロナウイルス患熱症の国内発生D向
(離報 ・死亡者数)

(速単色 )
令和3年0月 2口

“

時詩漁

い

一　
　
　
　
ヽ
一Ｆ
幸
沖魏

一

．

幸

峰

挙
呼い
い
単
類
韓
四
邪一．

重
■
猥

鱒
綽
鱒
斎
韓
韓
わ
一
。

…

・・
，
と

ヽ

　

一
　

番

・
１

(出典)陽性反応者速報 厚生労働省

ム
1譲 I颯w

(出典)重症者害1合 厚生労働省
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議会最終日 各議案評決 町出市議会

町田市議会では6月定例会最終自でしたb

建設常任委員長として付託された議案、請願について経過の概要や結果について議場で
委員長報告をし、全議員で調決されました。

また導却E議案として上程され葛した「新型コロすウイルス感染症生活困窮者自立支援事
業費」や、「ヮクチン接種体制確保事業賓」の補正ラ算も無事に可決しましたので、すぐに
事業化されると思います。

|

議員提出議案では、

「 こども庁設奮を求める意見書」は、其産申pら反対討論があったものの25対 7で可
決しましたと

藤田議員が中心に自民党会派から提出された意見書でしたので安塔しました。

f事京雫力福亭第T原子力発電所における ALPS処理水の海洋放出決定にうしヽて十′刀`
な説明と慎重な刈慮を求める意見善」は、:公明党ん`ぅ、「政府は国の基準を下回る濃度に薄
めたうえで海へ放出する方針であり、その濃度は譲料基準の 1/7までに希釈されているこ
とから、!国際慣行や国際ルールに則り判断されるべきである」との反対討論の後、iO対
22で否決と            !   :

「新型コ由ナゥイルス感染症ワうチンあ安,い。安全、由滑な接不重のl足進を表める意見書」
は■内容は既に案施済みであり、町田市でもとlo月本までに全ての希望者に接種完了する
見4みであることから、1現時点では妥当性に欠くので、13文o19で否決。 |

「学校子貨育におけるデジタルトランスフォ■メ■ションを通切に進めるをめの意見善」
―

士玉 基庫東:ふり:「数奮では生のやり取:りが大切でっり、教員の負担増ゃ1手供の個人情報 |:_.
が涼出する恐れがある」との反対討論がありましたがⅢ28刈 4で可決しました。:

可決されに2うの議員提出蓋案は内閣総連大芭をはじめ、各関係行政機関に町由市議会
の決議として提出されます。                 :            :

討議資料
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領 1収 善 :等  貼 付1 用 紙
政務調査費
支出額 (頁小計) 円

ア/つ rRpl項 目
(Oで囲む)

1人件費

2調査活動費 '

3研修・研究・会議費

4資料作成費

(

S資料購入費

D広報|
7通信運搬費

3事務費
備 考

領収書
様

言騨二1驀格∫売I】亀 2 ｇ

４

５

１
・

２

¥131

小 計 ¥131,214

綺
「
種定形

34通 ¥:,19:

小 計 ¥3,196

誘「
種定形

42通 ¥32子Ь】息
小 計 ¥3,528 ′Pク9」

『
К ttD/
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新型コロナウイルス感染症対策 !

コロす禍の変化の激.しい時代だからこ

そ、冷静さを保ら、1審観的な事実の積み上
げに基づく政策提言が肝要だと私は者えま

すj

20?O年 6月偏、通度なマスコミ報道
にあぃられ、地方自治体の貯金にあたる露
政調整基金を使い栗たす事例が全国的に散
見された際、

1私は「◆後想定される第2
凛Ⅲ第3波のみならず、震災、長雨、台風
などの災害にも備えるべく、いたすらに財
源を枯渇させないよう冷静庁ぶ財政運用とヽ
財政出動の際には最大[艮の効果を得るため

① 都内で 2番目に早く
'CRセ
ンターを設置

受け入れ病院である町田市民病院等での

医療体制の強化        ―

③
無症状や軽傷者の在宅療養者数増加に対しては

全国唯―の「在宅療養ステ■ション」を設看L
国や東京都と速やかに連携して

全市民分のワクチンを確保

⑤ ワクチシ予約時の混乱をすみやかに改善

民四事業者べの経済対策 (町田市独自)を実施|

②
議員の政務活動費を 500/0削減し、

コロナ女寸策費用に充当

③ 修学旅行等のキャンセル料を公薫助成

大見標の大きな国寮や老[費との連動を 1」 と提言ψ、申や東京者[には涅ねB財政出劃 l々足しな
がう、行政の理解を得てきました。
結果、町田市では町苗市医師会等と連携のもと、町甲市民を守ることを第二義に行動し
てきましに|また、私は2020年 0月、コロナ禍の経済対策としてヽ 諸タト国のように期限
や算元拝標つきの消費励税を視野に入れた議論をするよう国に対して言見書を提出するた
め活動しました。

◆安全で暮らしやすいまちづぐリ ー ・ T
2021年 2月、玉川学目正門前踏切あ改良工事か実施きれ、

りましたと

私lよ 291ョ年から継続して、この踏切道の拡幅を目指して活動してきました。この度、踏切注意柵 !
と遮町機のセットパツクエ事、踏七刀内歩造のカラー舗装が行われ、歩行可能な空間が広がり、渋滞解

■IF■つながりましたPさらなる拡幅・渋滞解消・安全確保唾むけて今後も活動してまいります。

輯

市内道路の改修は、限られた予算の中でも交通量等を考慮し、重大な事故が発生する前に優先順位
をもうて改善することが肝要です。

■
デ
嵐

〓
‘ ど
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スーノく■サンワ

玉川学園店の

道路向かい踏切前

歩行空間にあうた

隙間を改修

南大谷にある

自動車教召所の坂上

カー:ノ苫F分に歩道を

設置すべく

尽力しています

◆町田暦尺周辺の事ちづくり
私は、者田市再生特月」措置法に基づく道路占用許可の特例制度を活

用し、規制緩和をすることで、町田駅周辺に新たな賑わい
を創出するよう提言してきました。最近こあ制度を活用し、様々
な実証実瞭が行われて新たな魅力を模索するようになちています。
「商都事ちだ」が■うに人々 から選ばれ続けるよう、引き続き頑張
つてまいります。             |

◆親口国であるプ■タン平国へ町田市消防回が活用し終わつた
消防自動車を寄贈

これまで、役甲を終えた町田市消防国の消防ポンプ事は、約59万円かけてスクづップにされる
などしてきました。私は長年、町田市ができる国際貢献として、消防ポンプ車を親日国であり、東

日本大震災の時に多額な寄付をしてくれたブータン王国に寄贈してはと提言してきましたと

ブータン主国は建国来一員して(自本の国連常任理事国入りを支持してし、ます。

国際貢献というと地方自治体は関係ないと思われがちですが、海外の文化や曹慣等に触れるこ

とは、自らの地域アイデンテイテイ■や誇りの醸成|と繋がり、ひいては目未がァジラのリーダ‐

として存在騨を高めることにも寄与しますど      
｀    !  ,

国などの補助金等を活用して移送経費を捻出し、噂田市からあ

支出は0｀円で、2021年 フ月、2台の消防ポンプ車がプ■タン王

目に寄贈されま|た|また、市内の小中学校では、可田市あ特徴

的な国際貢献である消防ポシプ車の寄贈をきっかけとしたブータ

ン王国とのかかわりについて、子どもたちに紹介することとなり

ましたも

さらに今後、小学校第3.4 学年の社会科副読本に掲載されることになります。

す
▼ |▼

討議資料
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□預金払戻請求書・預金口座振替による振込1受付書 (業手数料受取書)
□振込令受取書 (泰手数料受取書)      |  |

振込のために受入れた上記の小切手等が不渡りとなったときは、その金額
の振込を取消し、その小切手等11権利保全の手続きをしないで当店におい
てご返却しますと       '

Ь篭潜益隼言旨損あ翻 岳モを瑳暴比詩警由によって振込が遅進す
。3畠矢亀亀なき臨 ネ協島範攘 たは照会等あた朝こ集込健
。 示務皇:隼ゼ摯絶蚕盲豊天尻意憂基纏建櫨itぉ振込いたします。
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典A
24074302 = 1/1′ ‐ヽ―ど

'

KURA inte
SEQ : 05028

194-0037
東京都町田市木曽西4-3■ 1

石川 好忠 様

SEQ : 05028

1:II,BIIIIIIEIII:11111:IIIBIB,IIEIEIIBIIIEIIIIBB:I=:IEBIIII:liIIIII

きくらインターネッ

〒550-0011

大阪市北区大深町4-20
グランフロント大阪タワTA55F
WWW,Sakura.ad.,p

t0120‐775664

2021年 05月 10日発行

御 請 求 書
干素は格月下のお引き立てを賜り、誠にありがとうござぃます。
ご利用のサービス料金について下記のとおりご請求申し上げます。

すでにお支払済みの折は行き違いと存じますのでご容赦ください。

御請求金額 平5,568

請求書番号
会員ID:

24074302

お支払期限 : 2021年 05月 31日

ツ

ト

ら
イ

サービスコード 名 支払区分 単価 致量   金額 備考
112700421019 さくらのレンタルサーパスタンダード

サ
=ビ
ス利用料確02,/06/0卜 2022/05/31,

■91,]       ・
年間―括 5,238 1   57238税込み

[ishikawayOshitad sakura,

113,o0855014 請求書発行手数料 随時請求 330 1 330税込み

お振込先

三井住友銀行 なでしこ支店 普通預金 1363072
口座名義 さくらインターネット株式会社
※恐れ入りますが振り込み手数料はご負担願います。

※裏面を必ずご確認の上、お支払いくださいさ

小計 :

(10%対象 :

Si 568 内消費税 :

5,668 内消費税 : )

越 額 0

合  計 : 5,668

I
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請・ 求 書
No 2020r050

2021年 8月 2日

自由民主党会派 御中

ホエムページ管理費につきまして
下記のとおりご請求申し上げます

株式会社ViSionDes
〒194-0021
東京都町田市中町1-17‐ 1
TEL 042-711-7770

了

ご請求金額 (消費税込 ) ¥132i000

石川好忠様HPサホ
°
―卜2021年 4月 ～2021年 9月 ¥20,000 6 ¥120.000

(会報アウプこ「NEWS.:'キスト|】うて併壼新lt染 =式 ノ

以下余白 /
/
/
/
/
/
/
/
/
/

金額をご確認の上、お支払いをお願いいたします 小計 ¥120:000

消費税 (16勇 ¥12,Ⅸ〕0

合計 ¥132:000

お振込先 1 株式会社 ビジョンデザイン
ロリそな銀行町田中央支店 普通預金 No.1039971

振込手数料は貴社のご負担でお願い致します

争併も,x 宅ィ
凩
/呼 1嶽 _4(lξ R

ュ ヂ 当 識

-267-
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請 求 書
No 2020-049

2021年 8月 2日

自由民主党会派 御中

株式会社ViSiOnDesi
〒194-0021
東京都町田市中町1-17il 藤田

ホームペTジ管理費につきまして
下記のとおりご請求申し上げます

TEL 042‐ 711-7770

ヤ

C)
ご請求金額 (消費税込) ¥27‐500

金額をご確認の■、お支払いをお願いいたします

Cil

S
≧S亀◇捜ユ

石川よしただ様HP
ιメンテナシスー式 ※ ¥25.000 1 ¥25000

以下余白 /
/
/
/
/
/
/
/
/
ノ

小計 ¥25,000

消萱税 (lo噺 ¥2.関0

合計 ¥27i500

※ PHPのアヾ―ジョンを5打.45から5.6.40ヘパ‐ジョンアウプ、   i
CMSttWordpresき はバージョン5.1110から5.7.2ヘバージョンアップ、
Wordpreseのハ

い
Tヅョシアップに伴う3種類のプラグインをバージョンアップ、

プロフイール部分修正 を行いました。

■お振込先 株式会社 ビジョンデザイン (振込手数料は貴社のご負担でお願い致します)
りそな銀行町田中央支店 普通預金 No.1039971
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判

奎
憂
蒋

ａ

酪

６

ヽ
耐
）
ｑ
膊
博
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モ
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求 書 2021/12/30

r

町田市議会自由民主党会派 様

下記の通りご請求申し上げます

町爾2046・
‐24

べ 企

機澄

合計金額 (消費 込 ) ¥ !121,770

商 品 名 数 量 単位 単 価 金 額

石川よしただ通信 : 2,000 枚 30.0 60,000

版下作成 2 91000.0 181000
シ DM折 1,800 枚 8,199
二つ折り 枚 3.0 600

長3封筒 2,000 枚 12:0 24,000

0

Q

0

0

0

0

0

′lヽ 計 110,700

消 費 税 等 11,070

___上 _合上計!金 額■

お振込みは下記銀行日座へお願いいたします。
:

きらぼし銀行 町田木曽支店 (普)0731974
株式会社 アヘ企画 代表取締役 安倍正浩

…270-



(1) 討議資料
〒194‐O037東京都町田市木曽西 4-3と 1 ホーム

石川よしただ事務所  電話 :090-3477-5325へ =ジ 石川よした
だ Щ

地域の声を聞き1地域活性化べ !

歳

PROFILE主 な役職
会社社長/町田地区保護司会 保護司 (20104～ )/町田市青少年健全育成忠生第三地区委員会

(20104～)/町田商工会議所 常議員 (201311～ )/1町田市木曽地区下横町内会 会長 (2045.4～
/阿田市トランポリン協会 会長(2017.4～ )/町田商工会議所忠生支部 支部長(2010:11～ 201
地区保護司会 理事 =企画調整保護司(20134～ 20153)/忠生第二小学校 50周年実行委員長(2012)

私たちの町田が魅力にあふれ(活力に満ち、            |
災害に強い安全安心が確保された地域になるよう実現に向けがんばります。

町田市議会議員 自由民主党会派

市議会報告子嘉為

新
検
舎
棟
藩
威
式
　
　
　
　
一

二
〇
二
一
年
人
月
二
十
二
日

（日
）
町
田
市

立
町
田
第

一
中
学
校
新
校
舎
棟
落
成
式
に
、
町

田
市
議
会
文
教
社
会
常
任
委
員
と
し
て
出
席
し

・
ま
し
た
。

町
田
第

一
中
学
校
の
工
事
は
、
三
〇
十
九
年

一の
春
か
ら
始
ま
，
ュ
〇
二

一
年
木
月
始
み
に
完

成
、
敷
地
面
積
十
五
，　
一
一
一
↓
七
二
∬

建
築
面
積
四
，
三
七
九
，
０
六
だ
　
・・　
延
べ

床
面
積

一
一
，
人
七
六
，
三
二
∬
　

（既
存
対

区
間

・
プ
ー
ル
は
含
ま
な
い
）
新
築
前
の
一
．

Ｉ
倍
の
面
積
　
　
　
　
´
一　
　
　
・ヽ　
一

構
造
規
模
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ト
ホ
造
　
一

部
秩
骨
造

一四
階
建
て
　
　
　
　
　
一

施
設

”
設
備
　
普
通
教
室
　
一
一十
四
室
　
少

人
数
教
室
　
一二
室
　
特
別
支
援
学
級
諸
室
　
武

道
場
　
音
楽
室
　
一
一室
　
理
科
室
　
一二
室
　
美

術
室
　
一
一室
　
技
術
室

（木
工
・
金
工
茉
用
）

被
報
室
　
調
理
室
　
図
書
室

交̈
流
ボ
ー
ル
・

交
流
テ
ラ
ス
　
給
食
搬
入
室
　
配
膳
室
　
ル
ー

フ
バ
ル
コ
ニ
ー
　
中
庭
　
み
ん
な
の
ホ
イ
レ

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

地
域
の
人
た
ち
の
交
流
の
場
と
し
て
使
え
る

交
流
テ
テ
ス
・
交
流
ホ
ト
ル
も
あ
り
ま
す
。　
．

醤
一ユ

■
●

一ゴ
ュ
丁



石川よしただの「自由民主党」通信 vbl。 13確 )

市
長
へ
要
望
　
・

二
〇
二
一
年
九
丹
十
日
（金
）
自
民
党
会
派
要
望

書
「就

“学旅
行
等
キ
ヤ
ン
セ
ル
料
を
公
費
で
助
成
す

る
」
を
高
橋
副
市
長
に
渡
し
ま
し
た
ｏ

後
日
公
費
で
助
成
す
る
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

路
囲
市
表
彰
式
　
　
　
　
　
‐

二
〇
二
一
年
九
月
十
人
日
（土
）
町
円
市
表
彰
式

が
町
田
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
か
れ
ま
し
た
ｏ

自
治
功
労
考
二
十
人
、
一
般
表
彰
七
十
五
件

（何
人

六
十
六
人
、
団
体
九
組
）
が
該
当
し
、
石
阪
市
長
か

ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
一
‐
　

　

一

自‥
治
功
労
と
し
て
表
彰
を
受
け
た
ら
は
市
議
各
議
一

員
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
地
方
，
治
ｏ
発
屋
に
尽
一

カ
し
た
四
人
、固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
と
し
て
一

尽
力
し
た
一
人
、消
防
Ｈ
員
と
し
て
尽
力
を
し
た
十
一

二
人
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
。社
会
福
祉
委
員
と
，

し
て
尽
力
し
た
二
人
。
．
　

　

　

　

・

表
彰
式

の
最
後

に
は
市
内

で
も
定
期
的

に

ユ
ン

一

サ
ー
ト
を
開

い
て
い
る
ゼ
ァ

ニ
ス
ト

の
批
瀬
茉
莉

一

さ
ん
が
演
奏
し
、
式
典
に
華
を
添
た
ま
し
た
。
一　

．
．

一・　
締
幹
八
幡
宮
本
曽
聴
祭
典

一　
二
０
二

一
年
九
舟
二
十
五
日

（土
）
に
箭
幹
人
幡

一宮
木
増
祭
典
の
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
去
年
は
ュ

一
ロ
ナ
禍
の
中
（
行
事
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

一年
は
式
典
だ
け
を
往
う
事
で
え
ま
り
箭
幹
た
静
ョ

一拝
殿
で
式
典
を
行
い
〓
し
た
。
市
議
会
議
員
と
し
て

一出
席
し
ま
し
た
。

一・　
町
田
南
パ
イ
オ
丞
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
式

一
現
場
視
察

（一一③
二
一
年
九
月
一一十
一
撮
影
）



(3)

二
〇
二
一
年
十
月
十
二
日

（火
）
町
田
市
バ
イ
オ

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
現
場
視
祭
に
行
き
ま
し
た
。

町
田
市
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
ダ
ー
の
工
事
は
い

概
ね
贋
調
に
進
ん
で
お
り
、
九
月
か
ら

一
部
ｏ
ご
み

を
搬
次
ｂ
●
試
運
転
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

青
少
年
健
全
育
威
忠
生
第
重
地
区

二
〇
二
一
年
十
月
二
十
四
日

（Ｉ
）
き
つ
ま
い
も

堀
り
が
行
わ
れ
副
会
長
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
，
今

回
も
子
ど
も
た
ち
を
二
回
に
分
け
，
さ
つ
ま
い
も
堀

り
の
み
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
付
き
添
い
家
族
も

一
名
に
し
て
行
い
ま
し
た
が
、
か
加
人
数
は
去
年
よ

，
多
く
、
子
ど
も
と
大
人
合
わ
せ
て
三
百
名
で

一
し
た
ゃ

秋
の
障
差
し
を
い
つ
ぱ
い
浴
び
な
が
ら
、
上
を
ど

か
し
、さ
つ
ま
い
も
を
真
剣
に
掘
り
出
し
笑
顔
を
浮

か
べ
て
い
ま
し
た
”　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

定
期
緑
化

，
美
亀
活
動
　
　
・

二
〇
二
一年
十
一
月
十
二
日
（土
▼
木
彗
商
エ
ネ

ツ
ト
つ
定
期
緑
化
・美
化
活
動
が
行
わ
れ
毎
員
と
し

て
参
加
。
今
回
の
活
動
で
は
、
花
の
撤
去
と
土
壌
改

良
を
行
い
ま
し
た
。今
回
は
近
隣
郵
便
局
の
局
長
六

ち
ヽ
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
ｔ
た
ゃ来
丹
に
は
■
植

！ヽぇ‥を
し
“
す
が
、ゼ
ん
捻
花
苗
れ
た
る
の
が
楽
レ
み

で
す
。
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

高
校
生
と
の
意
見
変
換
会

■
第
四
、回
高
校
生
と
の
意
見
交
換
会
が
市
役
所
で

二
〇
二
一
年
十
月
十
担
臣
行
わ
れ
参
加
し
ま
し
た
。

高
校
生
四
十
二
名

（来
庁
三
十
二
名
一
オ
ン
ラ
イ
ン

十
名
）
町
田
市
内
高
校
九
校
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

未
曽
境
畑
小
学
校
正
場
見
学

二
〇
十
四
年
か
ら
続
い
て
い
る
小
学
三
年
生
の

花
ち
は
真
剣
に
話
を
聞
い
て
く
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

質
問
が
あ
つ
て
楽
し
い
数
時
間
で
し
た
。



石川よしただの「自由民主党」通信 vol.13御 )

標
識
が
あ
る
が
危
険
な
場
断

木
曽
西
四
丁
咽
、
一
方
通
行
道
路
十
年
路
上
に
標

識
が
あ
る
が
、
右
折
す
る
車
が
あ
る
の
で
看
板
追
加

と
警
察
に
取
締
強
化
依
頼

歳
線
が
消
え
て
危
険
な
場
所

根
岸
橋
、
横
断
歩
道
ラ
イ
ン
が
薄
く
な
っ
て
危
険

な
の
で
ラ
イ
ン
の
修
復

_,_‐昭
'J

キ
:讐
壽藝彗著

r,鸞
爛

ltr:

よ

Ⅲ Ⅲ

衝
路
幻
設
置
が
必
要
な
場
薪

木
曽
東
三
丁
目
二
十

一
番
周
辺
　
夜
に
な
る
と

晴
閣
で
危
険
な
の
で
街
路
灯
を
つ
け
て
ほ
し
い
と

依
頼
。
確
認
後
設
置
　
　
　
　
　
　
　
・

力
と
プ
ミ
ラ
と
が
必
要
な
場
誘

今
年
二
月
二
相
ｔ
木
曽
東
三
丁
目
三
十
二
番

町
田
街
道
か
ら
入
る

一
方
通
行
が

一
部
解
除
さ
れ
（

町
田
街
道
か
ら

の
入
出
時
が
危
険
と
依
頼
さ
れ
、
カ

■
ブ

ミ
ラ
ー
設
置

　

　

・

地域の声を聞きiこの先も
住iみ続けたい町をめざしますI
お因りな事がありましたらスムエズに解決出来るよう

お力になりますのでお気軽に晉相談下さい :

地域の声を聞き地域活
p隆
化今 !胃軍:齢:孫悪縄s血com

石
―
,Iはしただ事務跡

石川よしただ

http://www,iShikawayos峰 比ada.com
Щ 謎ホームベージ
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瓢
岸
撻

龍
苺
肛

享
札
苺
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ヽ
式

神
導

騨醸韓 魯歳藤ミ

領   収   証

聴益承 様

a2⇔ c)ο
,

舎神3年 1重月ブ9

新聞折込計画ん`ら印刷・虚布まで

いⅢ争テペ

ｑ
亀ヽ
く
・　
幼
長
く
４
４

鐘
§
掛

ヽ
縫

亀
単
一給
勾

¥

領 収   証

駒面や為委蔦騨電主嫁衰ヽ,体  様

■ Yぎご丸Pあ∂
――

踊摯叩干:と線と転守

上記の金額正 に領収 いた しました

但 し孵じ静帯帯ゞイト1ギ
内  訳

税抜金額

消費税額(|%)

上 記

但 し

税抜金額

消費税嶺( 96)

/静
frIづ 年十ユ月扉θ占

〒1餌鯉

〒椒川躍

電 1話
FAX

722■ 1
721-23

新聞折込計画から印刷

い崩会社
電 話
FAX

２

１

２

２

７

７

―
い

曲
‥

撃

眠

ｔ

祖

静

悼

事

騒



請 求 書 2021/12/30

町 田 自由民主党会派 様

,下記の通りご請求申し上げます

合計金額 (消費税等込)

ほ 承密嵐泰鶴盗

¥ 333,960

C

お振込みは下記銀行日座へお願いいたしますと

きらばし銀行 町田木曽支店 (普)0731974
株式会社 アベ企画 代表取締役 安倍正浩

商
―
品 名 数 量 単位 単 価 金 ,額

12月 39日新聞折込 A31 24,000 枚 4.5 108,000

チンシ印刷 版下作成込 24,000 枚 8.0 192,000

配送管理費 24,000 枚 0.15 31600

0

0

0

0

0

0

0

0

0

303,600

消 費■た 等 30,360

計 金 額 333;960

-276-



(1) 討議資料
〒194‐0037東京都 町田市木曽西 4-3‐ 1 ホーム

石川よしただ事務所  電話 :09◆347ア‐5325 ページ 石川よしただ 殴

地域の声を聞:き 地域活性化各 !

感

PROFILE主 な役職
会社社長/町田地区保護司会 保護司 (20104～ )/町田市青少年健全育成忠生第三地区
(20104～ )/町箇商工会議所 常議員 (201341～ )/町田市木曽地区下模町内会 会長 (2015,4～
/町田市トランポリン協会 会長(2017,4走 )/町日商正会議所忠生支部 支部長(2010,11～ 2Q16
地区保護司会 理事 :企画調整保護司(20134～ 2015.3)ィ 忠生第二小掌校う0周年実行委員長(2012)_

私たちの町田が魅力にあふれ、活力に満ち、

災害に強い安全安心が確保された地域になるよう実現に向けがんばります。

町田市議会議員 自由民 主党会派

市議会報告子み秘

新
検
舎
棟
落
威
式
　
　
　
　
一　
　
一　

一

二
〇
二
■
年
人
月
二
十
二
日

（日
）
町
田
市
立
町
一

田
第
一
中
学
校
新
校
舎
棟
落
成
式
に
、
町
田
市
議
会
一

文
教
社
会
常
任
委
員
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。
　
　
一

町
田
第
ｒ
中
学
校
の
■
事
は
、
一
一〇
十
九
年
の
春
一

か
ら
始
ま
り
二
〇
二
一
年
人
月
始
め
に
完
成
▼敷
地

一

面
積
一
五
，　
一
一
一
．
七
二
ポ
　
　
　
　
　
´

建
築
面
積
四
，
三
七
九
”〇
六
∬
　
。

一延
べ
床
面

積
一
≡
，
人
七
六
．二
〓
一∬
　
（研
存
辻
区
間
ヽ
プ

ー
″
は
含
ま
な
い
）
新
集
前
の
一
．
五
倍
の
面
積

構
造
規
模
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
　
一
部
鉄

骨
造
　
四
階
建
て
　
　
　
　
・　
　
　
一

施
設
・設
備
　
普
通
教
室
　
一
一十
四
室
　
少
人
数

教
室
　
一二
室
　
特
別
支
援
学
級
諸
室
一
武
道
場

音
楽
室
　
二
室
　
４
科
室
一
三
室
　
業
術
室
　
一
〓

室
　
技
術
室

（木
■
・金
工
兼
用
）
被
服
室
　
謝
理
一

室
　
図
書
室
　
交
流
ホ
ー
ル
・交
流
テ
ラ
ス
　
給
食
一

搬
入
室
、
配
膳
室
　
ル
■
フ
バ
ル
コ
二
一―

「や
庭
．

み
ん
な
の
ト
イ
レ
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

地
域
の
人
た
ち
の
交
流
の
場
と
し
て
使
え
る
交
流

テ
テ
ス
・
交
流
ボ
ト
ル
も
か
り
ま
す
ｏ　
　
　
７７

市
長
へ
要
望

一　
二
〇
二
一
年
九
月
十

）
日

（金
）
自
民
党
会
派
要
望

一書
「就
学
旅
行
等
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
公
費
で
助
成
す

一る
」
を
高
橋
副
市
長
に
渡
し
ま
し
た
。

一公
費

で
助
成
す
な
回
答
を

い
た
ど
き
〓
し
た
。

-2
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聴
囲
市
表
彰
式

二
〇
二
一
年
九
月
十
人
旧

（土
）
町
田
市
表
彰
式

が
町
田
市
文
化
交
流
セ
ン
舛
―
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
治
功
摯
者
二
十
人
、
一
般
表
彰
七
十
五
件

（俯
人

六
十
六
人
、
団
体
九
組
）
が
該
当
し
、
石
阪
市
長
か

ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

白
治
功
労
と
し
て
表
彰
を
受
け
た
の
は
市
議
会

議
員
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展
に

尽
力
し
た
四
人

固^
定
資
産
評
価
審
査
奔
員
会
と
し

て
尽
力
し
た
一
人
、消
防
団
員
と
し
て
尽
力
を
し
た

十
二
人
い
民
生
委
員
・況
童
委
員
・社
会
福
祉
委
員

と
し
て
尽
力
し
た
二
人
。

表
彰
式

の
最
後

に
は
市
内

で
も
定
期
的

に

コ
ン

サ
ー
ト
を
開

い
て
い
る
ピ
ア

ニ
ス
ト

０
挑
瀬
茉
莉

さ
ん
が
演
奏
し
、
式
典
に
華
を
添
た

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

Ⅲ …
」・ ‐ 'い
~`

箭
幹
八
峰
富
未
曽
聴
祭
典
　
　
　
　
一

二
０
二
一
年
九
月
二
十
五
日

（土
）
に
箭
幹
人
幡

宮
木
曽
祭
典
の
式
典
が
征
わ
れ
ま
し
た
ｏ
去
午
は
一

ロ
ナ
禍
の
中
、
行
事
が
で
き
ま
せ
ル
で
し
た
が
、
今

年
は
式
典
だ
け
を
行
う
事
で
決
ま
り
箭
幹
人
幡
宮

拝
殿
で
式
典
を
行
い
ま
し
た
。
市
議
会
議
員
と
し
て

出
席
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
・

町
圏
南
パ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
輯
セ
ン
タ
μ

一

ｎ
二
〇
二
一
４
十
月
十
二
訃
ム
火
）
町
田
市
バ
イ
オ

エ
ネ
ル
ギ
ト
セ
ン
タ
ー
現
場
視
察
に
行
き
ま
し
た
「

町
Ｆ
市
バ
イ
オ
ェ
ネ
ル
ギ
ト
セ
ン
タ
ト
の‥工
事
は
ヽ

概
ね
順
前
に
進
ん
で
お
り
、
九
月
か
～
二
部
の
ご

・を
搬
入
ｔ
、
識
運
転
を
肝
始
し
て
い
予
す
「

‐み

少
年
健
全
育
威
患
生
第
二
飽
区

二
〇
二
一
年
十
月
二
十
四
日

（臣
▼
さ
つ
ま
い
も

堀
り
が
行
わ
れ
副
会
長
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
今

一日
も
子
ど
も
た
ち
を
三
回
に
分
け
，
さ
つ
ま
い
も
堀

・り
の
み
行
い
ま
し
た
「
今
年
は
、
付
き
添
い
家
族
も

一
す
名
に
し
て
行
い
ま
し
た
が
〔
参
加
人
数
は
去
年
よ

一り
多
く
、
子
ど
も
と
大
人
合
わ
せ
て
三
百
名
で
し
た
。

秋
の
日
差
し
を
い
っ
ぱ
い
浴
び
な
か
ら
、
上
を
ど
‐

一か
し
い
さ
つ
ま
い
も
を
真
剣
に
掘
ヶ
出
し
集
顔
を
浮

一か
べ
て
い
ま
し
た
ゃ

一
定
鶏
緑
亀

・
美
亀
透
触

一　
二
〇
二
一
年
十
一
月
十
三
日
（土
）
木
旨
商
エ
ネ

ラ
ト
の
定
瑚
緑
化
・美
化
活
動
が
行
わ
れ
会
員
と
し

て
参
加
。
今
回
の
活
動
で
は
（
花
の
撤
去
と
土
壌
改

一良
を
行
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
′



(3)

今
回
は
近
隣
郵
便
局
の
局
長
六
名
も
参
加
し
て

い
た
だ
け
ま
し
た
。
来
月
に
は
首
植
え
を
し
ま
す
が
か

ど
ん
な
花
苗
が
来
る
の
か
楽
し
み
で
す
。

高
校
食
七
の
意
昆
変
換
会

第
四
回
高
校
生
と
の
意
見
交
換
会
が
市
役
所
で

二
〇
ｉ
一
年
十
月
十
掴
日
行
わ
れ
参
加

ヽ
し
は
し
た
。

高
校
生
四
十
三
名
（来
庁
二
十
三
名
・オ
ン
ラ
ィ
ン

十
名
）
町
田
市
内
高
校
九
校
参
加
で
行
い
ま
し
た

本
曽
境
翔
小
学
校
工
場
見
学

二
〇
十
四
年
か
ら
続
い
て
い
る
小
学
三
年
生
の

工
場
見
学
が
二
〇
二
一
年
十
二
月
十
人
帽
ス
木
）、

に
あ
り
ま
し
た
。
コ
Ｈ
ナ
禍
の
中
な
の
で
二
十
五
名

ず
つ
二
回
に
分
け
て
行
い
ま
し
た
。

毎
年
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
に
話
を
聞
い
て
く
れ
、

い
ろ
い
ろ
な
質
問
も
あ
つ
て
楽
し
い
数
時
間
で
し

た
０

二
③
二
二
年
十
二
月
六
目
●
一
般
質
闘

『災
害
対
策
に
つ
い
て
」　
　
　
　
一

体
に
感
じ
る
地
震
が
多
ぐ
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
首
都
直
下
地
震
は
今
後
二
十
年
以
内
に
発
生
す

一

る
砧
率
が
七
｛
％
以
上
と
い
わ
汁
て
か
ゝ
十
年
狂
上
一

た
つ
て
ぃ
は
す
が
、
今
後
、
起
ｔ
り
得
る
、と
さ
れ
浄
す
一

郵
直
下
地
模
の
よ
う
な
名
大
規
模
地
震
」
が
発
生
し
た
一

カゝ 際
，

一・刊
却
市
つ
封
…策
一

，
，
一
＞ｗ
‐ヽこ
一
っ
て
ぃ
る
、の
一

ま
た
、
一
一〇
二
一
年
二
月
、
富
士
山
火
山
防
災
対
策
一

協
稿
会
が
十
七
年
ぶ
ケ
に
富
士
山
ハ
ザ
■
ド
マ
ツ
ォ
一

を
安
定
ｔ
幸
し
た
。
改
を
さ
れ
た
富
士
山
本
デ
ー
ド
マ

メ
‐プ
で
は
、新
た
一
社
槙
＝
≡
で
溶
士
流
ド
到
達
す
る
一

可
能
性
が
あ
る
セ
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
ゃ
一　
　
　
一
一

一火
山
災
害
●
が
発
生
し
た
場
合
に
ど
α
エ
ケ
な
汁
一

策
を
し
て
い
る
か
。
　
　

．　
　
　
　
・

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
町
田
市
の
事
業
者

支
援
に
つ
い
て
」

二
〇

一
九
年
に
発
見
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
タ
イ
ル

ス
は
い
や
が
で
世
界
的
に
感
染
が
拡
大
し
、
今
現
在
も
、

市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
感
染
防
止
に
取
り
組
ん
で
お

ケ
ま
す
。

一
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
町
田
市
は
、
昨
年
度

鉛
輸
コ鞘
辮
輪
触
鍬
韓
鞍
辮

ン
ト
事
業
＜

「飲
食
事
業
者
応
援
事
業
」
と
、
国
の
臨

常
交
付
金
を
活
用
ｔ
な
が
ら
、様
々
な
事
業
者
支
援
策

を
打
ち
出
し
て
き
ま
し
た
ｏ　
　
　
　
け　
　
一

一
購

臨

強
係

燃

崎

一
観

議

弼

焼

え
感
染
症
が
市
内
事
業
者
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、

４
綱
市
セ

‐し
て
ど
の
よ
，
に
提
た
て
い
る
の
か
、
ま
花
、

ｉ
〇
二
〇
年
度
か
ら
二
年
に
わ
た
り
、
町
口
，
が
実
施

ｔ
て
き
た
す
事
業
者
支
援
策
の
状
況
ど
成
果
に
っ
い
て
、

二
項
目
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

答
弁
は
町
期
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
御
覧
下
さ
い
。
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標
識
が
あ
る
が
危
険
な
場
競

木
曽
西
四．丁
日
、
一
方
通
行
道
路
十
宇
路
上
に
標

識
が
あ
る
が
、
右
折
す
る
車
が
あ
る
の
で
看
板
追
加

と
警
察
に
取
締
強
化
依
頼

麹
線
が
消
え
て
危
険
な
甥
薪

根
岸
橋
、
横
断
歩
道
ラ
イ
ン
が
薄
く
な
つ
て
危
険

な
の
で
ラ
イ
ン
の
修
復

衡
籐
簿
設
置
が
鰺
要
な
場
顧
　
　
　
　
　
一

木
曽
東
三
丁
目
二
十
一
番
周
辺
　
夜
に
な
る
と

暗
闇
で
危
険
な
の
で
街
路
灯
を
つ
け
て
は
し
い
と
・

依
頼
ゃ
確
認
後
設
置

（町
附
市
に
は
約
二
．■
■
一一五
〇
の
街
路
灯
が
あ
ヶ

蛍
光
灯
か
ら
」
Ｅ
Ｄ
に
更
新
さ
れ
て
い
ま
す
。）
・

力
静
プ
ミ
ラ
ミ
が
疹
要
な
場
誘

今
年
二
月
二
日
に
木
曽
凍
三
丁
目
二
十
二
番

町
田
街
道
か
ら
入
る
一
方
通
行
が

一
部
解
除
さ
れ
ヽ

町
田
街
道
か
ら
の
入
出
時
が
危
院
と
依
頼
さ
れ
、
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
　
　
一

します

相談に
の
地域の声を聞きここの先も
住み続けたい町をめざします I
お園りな事がありましたうスムーズに解決出来るよう

お力になりますのでお気軽に番相談下さい :

地域の声を聞き地域活性化へ !訂 :齢:孫訴読式:孟甲
Щ 繋石 ,IIよ しただ

a.comishikawayoshitad石川よしただ事務所鷲濡
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請 求 書 2021/12/30

町田市議会自由民主党会派 様

下記の通りご請求申し上げます
,

i象4募泰修盗

¥ 0

商 品 名 数 量 単位 単 価 金 額
.

石川よしたβⅣebサポ
=ト

1 式 20,000.0 201000

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

小    計 20ェ 000

消 費 税 等 2,000

‐合 計 雪 塞と000

／
ｔ

、ヽ

お振込みは下記銀行日座へお願いいたしますも

きらぼし銀行 町田木曽支店 (普)0731974
株寸会社 アベ企画 代表取締役

:安
倍正浩

-282-
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□予買金払戻請求書・預金山座振善による擁込受付書 |(兼手数蔵雪取書)

□振込金受取書 (兼手数料要取書)

振込のために受入れた上記の小切手等が不渡りとなったときはヾその金額

の振込を取消し、その小切手等は権利保全の手続きをしないで当店におい

てご返却します。     フ         |  |

? 聾験笑署暮念|†ち妥竪会,ぞ【け渥漕辱景与F呼番〒
を渾知しキす

|

°詈鷲馨ふF曇写扁罵ギ軍二雑緑,1勢
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腟腿千す°遣要参響1奈露9蜜写ぼ惚と還普rゞ発討亀は照会等?ため1こ振込が遅〇 小切手。手形等による受入れは資金確定後にお振込いたします。

押基I事日本競百:町岡境川支店
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請 求 書
No 2022-059

2022年 1月 14日

自由民主党会派 御中

株式会社ViSiOnDeSi
〒194-0021   ‐
東京都町田市中町1-17-1 藤田

ホエムページ管理費につきまして
下記のとおりご請求申し上げます

ご請求金額i(消費税込) |¥132口000

金額をご確認の上、お支払いをお願いいたします
.

備考

如6申了帝iH″ t(i Ⅲ I1 0tёもQ

TEL 042■ 711-7770  F

Ａ
Ｈ
）
ヽ
《

石川好忠様HPサホ
°
―卜2021年 10月

～
2022年 3月 ¥20,000 6 ¥120.000

全「NEWS野|ムト班イト画像構工等、更新作業一鶏 ノ

以下余白 /
/
/
/
/
/
/
/
/

小計
:¥12010〔

Ю

消費君と(lo% ¥12,000

合計 ¥132,000

お振込先  株式会社 ビジョンデザイン |

■りそな銀行町田中央支店 普通預金 N6.1039971
振込手数料は貴社のご負担でお願い致します

-284-

も60
必
Ⅲ
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買小計
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測
与
翠

９
コ
ミ
沖
埼

抜 金額

領 収

働為主
Nrゝ _

Ｌ

一
／ 様 ↑孝♂3・年,P角メユ日

金 額

▼
'イ

1字ケ́
但 し キ」文萩常髯|
の金額正 に領収いた

IFtt J"ギ をtて
しま した |

」生言己

訳

♂f
協英印刷工業株式消費税額等 ( す渉一
〒194-0013東京都町田市原町田4丁
TEL(042)723-0
FAX(042)729・ 4

+

留
し
0
0

+|+  _

卜′  トミ
…
‐  ′ヽ

ゎ

ぃ や 骸 |
o し  0
0う 0

．ゆ
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測
■
即
一

|

涎巣

鶴錦

様 協英1印 刷工業
鰊、″ィ

令和 う年十
下記の通 り御 上げます

※誠に恐れ入ケ弦
お振込手数料を

〒194=0013

にてご負担下さいます様、お
きましては、
願い申し上げます。

一ｏ
・
〕Γ
　
沖≡氣
ギ

振込先 F 町 日

町田

■銀.行

銀 行
I銀
`行

当座 9006351
当座 0996362

当座p107178
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令不H3年 12月吉日
<町田市議会議員 木目田英男>

市政報告送付のご案内

町 田市 議 会 議 員

自 由民 主 党 会 派

木自由 英男

TEL 042-796-7771

FAX 042-796-7801

拝啓 師走の候、皆様方におかれましては益痔ご清祥のこととお喜び申し上げます。
平素は格別のご高配賜り厚く御礼申し上げます。
各年一年の市政報告について、1向封させていただぃてぉりますので、是非ともご高覧賜りますよう、よる
しくお願い申し上げます。    |    |

1 昨年、今年と新型コロナウイルス感染症による影響が各所に及ぶこととなりヽ巣ごもりという言葉が世間
で一般中ににわれるようになりました。第 5波以降、感染拡大状況が落ち着いておりますが、ま厳 だ予断
の許さない状況であります。|                : :   !    |
私島 町甲市議会において、定例議会あみ′よらず、令和 2年度には3回、令和 3年度には2回の臨時
議会を開催することになリー感染拡大防止策、市内経済活性rヒ策など様々な施策について議論させてい

ただきました。今までの市政においても都政、国政との連携が必要であることイま認識しておりましたが、コロ
ナ禍を経て、ますます都政、国政との連携が必要であることを痛感いたしました。
コヨナ栂を経て、新たな価値の転換が起きよう≧、また起きつつあります:町田市においても、決しモ大き
くはありませんが人由が増加しわつあります。社会状況や新たな価値観について見極めつつ、町田市政た
おいても柔軟な発想を持ちて、提言・提案を積極おに行っていく所存でありますと

工289-



町国市議会臨員 本目田薬男

住所 町田市成瀬が三 2-9-5

TEL 042-796-7771(FAX 7801)

令和3年12月号

新型コロナウイルス感染症の感染拡大から約 2年弱。この災いを克服し、町国市の発展にしっか

り取り組んで参りますので、ご支援よろしくお願い申し上 tずます !

木口田ひてお市政報告

中小企業者家賃補助事業やキャッシユレス決済プレ  ィンターネットやスマートフォンなどの操作に不
ミアムポイント事業などの事業者支援。経済活性IF祭 慣れな方へあ方策ミいわゆるデジタ″デバイド(情報
を行ぃ、また医療機関、介護施設、自齢者揮設、そし 格差)対策iとついても同時に議場で取り上げ、国から
て障がい者施設などへの支子愛事業も行うてきました。

様 な々ところへの影響が広がっている新型コロナ

ウイルス感染症ですが、今後全くゼロになることも想

牢できず、ウイズコロナの時代を迎えることとなるの

か、本類の英知によリココナを乗り越えアフ芽―コロ

ナの時代を迎えることになるかは見通しかたちませ

んが、いず■にしろ行政に身を置く立場として、新型

コロナウイルス感染症の存在を前提とした、感染拡大

防止対策や行政の効率化をしつか 9と 取 り組んでま

いります。

oDX(デッタル化の推D
以前からデジタル化について、行政の場のみならず、

民間事業者においても取 り組みが進められてきまし

た。

●コロナ禍を経て
めの手段としてのマイナンパーカード、マイナポータ

ルの普及が進められております。
新型コロナウイルス感染症のアクチン接種が進み、._      国においても、「デツタルガバメント実行計画」の
町田市において、2回 目接種が接種対象者の83%を 中で、住民基本台中員や市民税などの17の基幹業務に
超えました (12月 1日現在)。 第5波が収まり、感 おいて、行政システムの標準化をする方針が示してお
染者数が少なくなっている状況ではありますが、まだ ります。

ておりましたが、新たにオリンピックパラノンピック

で利用された車両のツースも行うこととなりました。

その他に、成瀬クリ■ンャンターでは国土交通省に

よる革新的技術実証事業である B一 DASHプロジェ
クトが行われています。このプロジエクトは、AI(人

工知能)の制御により下水処理に要する電力を大きく

削減することができ、C02排出量の削減に寄与する
ことができます。

今後、選ばれる街の要素の一つとして、「環境」が

その要素となるかもしれません。脱炭素化社会の実現

についても、 しっかりと提言してまいうます。

●一般質問について

3月議会

①新型コロナウイルス感染症対応

地方創生臨時交付金について

②自治体のデジタル化について

③行動経済学におけるナッジの活用にういて

6月議会

①空き家対策について

②官民連携について i

◎行政のデジタ″1ヒについて    |

9月議会

③町田市都市づくりのマスタープランについて

②町田市の人口について

③防災ノ刀＼野のデジタル化について

議員歴/平成26年 2月初当選、現在三期目
役職歴/建設常任委員会委員・健康福祉常任委員会
副委員長・議会改革特別委員会委員・決算特別委員会

委員・文数社会常任委員会委員長、町田市基本構想・

基本計画調査特別委員会委員

現職/総務常任委員会委員、議会運営委員会富1委員
長、災害対策委員会委員耳      1討議資剌

まだ予断を許すことができない状況であります。感染

拡大防止対策を徹底するとともに、3回 日接種の準備

を現在町田市においても進めております。

この2年弱の間、新型コロナウイルス感染症に翻弄

されてまいりました。町出市においても、国からあ地

方創生臨時奈付金や東京都からの支出金等を活用し、

市のホームベージに掲段している
オエプンデー■ョンテンツ数と

私自身、デジボルネイティブといわれる世代ではあ

りませんが、会社員時代よリインターネットやパソコ

ンを利用しての業務が当たり前となり、業務効率が日

進月歩に進んでいった経験上、様々な分野でのDXを

進めnべ きと考え、議場においてもこの譲題について

多く取り上げております。

このバイオガスエネルギーセンターは、ごみ焼却施

設ではありますが、回収された生ごみ等からバイオガ

スを取り出し、そのガスによる寿電を行う施設てヽあり

ますもこのバオオガスによる発電はC02係数の低い

発電であり、町田市公共施設の環境負荷の低減に寄与

することになりますと

また、市庁舎に濁 盈乳酪働 らゝ水素自動車を導入し

本化センタ■の後継
`あ
る、ノ(イ オエネルギiセ ンタ    

“

立駒場東邦中学校・高校卒業、

=の建設が行われており、来年1月 の稼働に向けて既   東京大学経済学部卒業 : .
に試運転が行われております。この施設は東日本で初 職歴/野村不聯産株式会社、

めてのパイオガス利用のごみ処理施設になります。     株式会社きめたハウジング
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ひ
と
り
じ
ゃ
な
い

。
・

望
ま
な
い
孤
立

・

孤
榜

へ
の
鉗
策
を

新
型
コ
ロ
ナ
，
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
長
期
化
す
る
な
か
、
２
０

２
０
年
の
泊
殺
者
数
は
■
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
ま
し
た
。
特
に
女

性
の
自
殺
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
、
深
刻
な
問
題
と
し
て
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
が
自
殺
者
の
原
因
・
動
機
を
分
析
し
た
と

こ
ろ
、
「孤
独
や
孤
立
」
を
理
由
と
す
る
方
が
前
年
比
３５
％
増
加
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
つ
て
お
り
ま
す
。

社
会
的
に
茶
二
す
る
人
の
増
加
は
、
か
ね
て
か
ら
指
摘
き
れ
て
き

た
問
題
で
、
要
因
は
、
介
護
や
育
児
、
生
活
困
窮
な
ど
、
当
事
者
一

人
ひ
と
り
様
々
で
す
。
孤
独
・
孤
立
の
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
要
因
が

い
ぐ
つ
か
絡
み
合
い
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
、

頼
る
人
や
相
談
す
る
人
も
居
な
い
と
き
に
生
じ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
孤
独
・
孤
立‐
の
問
題
は
、
長
期
化
す
な

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
外
出
占
粛
、
失
業
な
ど
に

伴
い
、
さ
ら
に
さ
ら
に
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
状
況
を
踏
言
え
、
政
府
で
は
、
２
０
２
１
年
２
月
に

「孤
独
・
孤
立
対
策
担
当
大
臣
」
を
設
置
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
，
４
ル

ス
感
染
拡
大
に
伴
っ
て
深
刻
化
す
る
孤
独
・
孤
立
問
題
に
省
庁
横
断

的
に
対
応
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。
早
速
、
緊
急
的
に
実
静
調
査
を
す

る
と
担
当
大
臣
よ
り
示
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ

い
た
、
高
齢
者
う
子
ど
も
、
博
が
い
者
一
生
活
困
策
者
、一
そ
し
て
女

性
・
・
。
そ
れ
ぞ
れ
に
、　
一
人
ひ
と
リ
ヘ
の
対
策
が
望
ま
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
で
も
特
に
、
顕
在
化
し
、
急
が
れ
る

の
は
女
性
へ
の
対
策
で
す
。
菅
首
相
も

「昨
年
来
、
女
性
の
自
殺

者
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
大
変
心
を
痛
め
て
い
る
。
対
策
が
急
務

だ
」
と
述
べ
、
女
性
の
非
正
規
労
働
者
の
就
労
や
ひ
と
り
親
世
帯

へ
の
支
援
策
を
講
■
、
子
ど
ヽ

ヽ
の
現
守
り
ゃ
自
殺
防
上
の
湘
談

一す
る
団
体
に
積
極
的
な
支
援
も
始
め
ま
し
た
。

心
の
ケ
ア
も
大
切
で
す
。

「ひ
と
り
じ
や
な
い
」
、
と
に
か
く

ま
わ
り
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
れ
と
呼
び
か
け
、
国
や
地
方
自
治

体
も
相
談
で
き
る
場
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
地
域
活
動
団
体
、
地
域

の
事
業
者
と
連
携
を
し
な
が
ぢ
支
携
、
拡
充
し
て
い
く
こ
と
ヽ

急
が
れ
ま
す
。

町
田
市
で
も
、
こ
れ
ま
で
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子
ど
，
一

そ
し
で
女
性
な
ど
、
孤
独

・
私
立
の
問
題
に
つ
な
が
る
各
分
野
の

問
題
は
、
個
々
の
支
援
機
関
で
対
応
搭
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
孤
独
や
孤
立
の
問
題
は
、
様
左
な
要
因
が
給
み
生
じ

て
い
る
■
の
で
、
町
田
市
と
し
て
ヽ
分
野
横
断
的
な
対
応
が
必
要

で
は
な
い
か

ヽ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
Ｈ
サ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
伴
う
外
出
白
粛
、
失
業
な
ど
Ｃ
既
在
化
ｔ
た
、
孤
独

ド
孤
立

問
題
の
対
策
が
急
が
れ
る
と
う
本
会
議
で
も
訴
た
ま
し
た
ｏ

副
市
長
か
ち
も
、

「少
子
高
喘
化
や
地
域
想
ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
希

薄
化
な
ど
に
伴
い
、
市
民
の
困
り
ご
と
は
ぅ
子
育
て
や
介
護
、
生

活
困
窮
、
ひ
き
こ
も
り
、
な
ど
多
様
化
し
、
ま
た

「８
０
５
０
問

一

題
」
や

「ダ
ブ
ル
ケ
ア
」
な
ど
複
合
化
し
て
お
り
ま
す
ｏ
さ
ら
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
外
出
自
粛
▼
失
業
，

・

ど
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
舛
、

孤
独
や
孤
立
を
感
じ
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
町
田
市
で

は
、
こ
う
し
た
市
民
の
困
り
ご
と
に
対
応
す
る‐
た
め
、
２
・０
２
０

年
３
月
に

「
（仮
称
）
町
田
市
地
域
ホ
ッ
と
プ
ラ
ン
」
を
策
定
す
る

予
定
‘
す
一
策
定
主
あ
た
ち
て
は
、
塙
齢
嗜
や

一
障
培
者
、
子
ど

ヽ
、
そ
ぃ
て
女
性
が
ど
の
略
分
野
に
憫
す
一
相
継
を
横
断
的
て

受
け
上
め
る
と
セ
も
に
、
各
支
援
機
関
に
加
え
て
、
市
民
い
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
の
地
域
活
動
団
体
、
地
域
事
業
者
と
連
携
し
な
が
ら

支
援
を
往
う
な
ど
ヽ
包
括
的
な
相
談
支
援
体
制
の
構
築
に
向
け

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
」
と
の
答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
ｏ

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
今
ま
さ
に
困
っ
て
い
る
の
で
す
。

孤
立
、
孤
・独
に
な
う
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
μ
一

で
ま
る
こ
′とか
ら
で
も
、
今
、
み
ん
な
で
手
・を瑳
し
伸
べ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
行
政
に
も
、
ま
さ
に
今
対
策
を
１
と
求
め
で

い
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
一
将
球
の
現
童

・
生
徒
数
つ
減
少
と
学
校

施
段
の
老
任
化
柁
い
う
え
境
変
“
に
対
応
し
な
が
ち
〔
町
田
◆

未
来
の
子
ど
も
達
に
よ
り
貫
い
教
育
環
境
を
，
く
る
た
め
に
ハ

「岸
校
統
合
を
含
め
た
耗
学
Σ

‥
域
の
見
直
し
つ
あ
り
方
一
と

「そ
れ
を
契
機
と
し
た
学
校
の
建
て
答
え
主
よ
ね
新
た
な
学
校

づ
ぐ
り
の
あ
り
方
」
を
考
え
て
つ
ぐ
る

「唯
田
市
締
た
な
学
校

づ
く
り
推
進
計
画
け
を
策
定
し
ま
し
た
。　
一　
　
一　
　
一

推
進
計
画
で
は
、
２
０
４
０
年
な
で
の
実
現
を
目
指
し
、
新

た
な
通
学
区
域
と
し
て
市
立
小
学
校
を
４２
校
か
ら
２６
校
い
私
立

中
学
校
を
豹
校
か
ち
１５
校
に
学
機
統
廃
合
す
る

一目標
を
調
げ
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
一

今
後
の
地
域
と
の
説
整
を
進
め
な
が
ち
い
教

・
育
広
報
紙

『ェ

群
謹
‰
露
嘲騨
俸
瑚
搬
騨

に
わ
け
て
説
明
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

「新
校
舎
使
用
開
始
訃
標
年
度
」
の
早
い
こ
学
匹
班
か
ら
、
保

議
者
や
地
域
の
皆
様
セ
意
身
交
換
会
を
行
う
て
，
学
校
統
合
に

向
け
た
個
別
具
体
的
な
検
討
課
題
を
確
認
、
確
認
し
た
検
討
課

題
を
踏
ま
え
て
、

「統
合
新
設
校
基
本
計
画
」
を
検
討
・
決
定

し
て
い
く
ｔ
の
こ
と
で
す
。　
　
　
　
一
　
・　
　
一

藤
田
学
は
、
本
会
議
質
疑
に
お
い
て
、
名
薪
蘭
報
造
を
見
て
、

市
民
か
ら
教
育
〓
員
年
は
推
進
計
画
と
こ
妍
子
洋
卜
庁
ど
ん
進

一

め
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声
を
多
ぐ
聞
い
て
い
る
。
熊

一

進
計
画
あ
り
き
で
は
な
く
、
地
域
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め

る
べ
き
」
と
求
め
、
学
校
教
育
部
長
よ
り
、

「計
画
づ
く
り
で

は
ぃ
多

く

の

市

民

の
方

の

参

加

を
得

て

ま
と

め

て

い

き

た

い
」
と

の
約
束
を
得

ま
し
た
ｏ

こ
れ
か
ら

多
く
の
地
域
・

市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
声

を

い
た
だ
き

た
く
思

っ
て

ヽ

い
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
は
い
と
併
９
９
年
の
民
法
改
正
で
従
来
の
禁

治
産

。
準
禁
治
産
制
度
に
代
わ
っ
て
制
定
さ
れ
、
翌
２
０
０
０

年
４
月
に
、
介
護
保
険
制
度
と
と
も
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
介

護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
´

業
者
と
契
約
を
結
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
認
知
症
な
ど
で
判

断
能
力
が
低
下
し
い
契
約
を
締
結
で
き
な
い
場
合
ヽ
成
年
後
見

制
度
を
利
用
し
、
後
見
人
等
が
そ
の
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
一
こ
の
こ
と
か
ら
、
成
年
後
見
制
度
と
介
護
保
険
制

度
は
高
齢
社
会
を
支
え
る

「車
の
両
輪
」
と
し
て
、
そ
の
十
分

な
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
「
町
田
市
に
お
い
て
も
Ａ
２
０
０

０
年
の
制
度
開
始
当
初
か
ら
、
市
民
の
方
の
制
度
利
用
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、
全
国
で
∫
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
利
用
促
進
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
力、
し
、
全
目
的
に
み
て
い
成
年
後
見
制
度
の
導
入
後
、
利

痛
者
数
は
全
国
的
に
増
加
し
て
き
て
い
た
も
の
の
、

「車
の
両

■

■

■
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と加

小
中
学
糠
の
再
編
懇

触
誠
・市
弄
の
戸
Ｆ

し
っ
か
り
と
雰
を
傾
整
て
！

成
拝
修
見
翻
虜
の

ど
う
な
る
刺
麗
促
簿
を
‥

阿
餌
節
盛
食
回
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
す
。



輪
」
と
言
わ
れ
た
介
護
保
険
制
度
の
利
用
者
数
に
比
べ
、
著
し
く
少
な
い
状
況

で
し
た
。
制
度
を
利
用
し
て
い
な
い
認
知
症
、
知
的
障
害
、
精
神
障
が
い
の
あ

る
方
が
多
く
存
在
し
て
い
て
、
今
後
Ａ
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
等
に
よ
り
、
成

年
後
見
制
度
の
利
用
が
必
要
と
さ
れ
る
人
の
大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
国
民
が
よ
り
広
く
、
安
心
し
て
本
制
度
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
２
０
１
６
年
４
月
に

「成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
に
関
す
る
法
律
」

が
成
立
し
、
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
成
年
後
見
制
度
は
高
齢
者
が
利
用
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
つ
た
の

で
す
が
、
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
法
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
利
用
促

進
に
も
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
は
、
障
が
い
が
あ
る
方
の
制
度
利
用

が
ま
だ
進
ん
で
い
な
い
状
況
か
と
思
い
ま
す
が
、
町
田
市
に
お
け
る
障
が
い
の

あ
る
方
へ
も
し
っ
か
ヶ
と
支
援
を
広
げ
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
度
に
は
町
田

市
全
体
↑
＆
０
７
作
相
談
が
あ
っ
た
う
ち
、
障
が
い
の
あ
る
方
に
関
す
る
相
談

は
、
５９
件
あ
り
ま
し
た
。

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
法
で
は
、
回
や
地
方
自
治
体
の
責
務
等
を
明
ら
か

に
し
、
基
本
方
針
を
定
め
る
と
と
も
に
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
に
関
す

る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
府
に
お
い

て
は
、
２
０
１
７
年
３
月
に
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
法
に
基
づ
く
成
年
後
見

制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
を
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
基
本
計
画
に
よ
れ

ば
、
制
度
の
利
用
促
進
に
向
け
て
国
の
計
画
を
勘
葉
し
て
市
町
村
計
画
の
策
定

に
努
め
る
こ
と
、
中
核
機
関
の
設
置
や
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
争
を

行
う
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
田
市
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
成
年

後
見
制
度
中
核
期
間
を
設
置
し
、
制
度
の
普
及
・
啓
発
や
相
談
体
制
を
構
築
し

て
き
ま
し
た
。

「成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
の
た
め
の
基
本
計
画
」
を
、
権
利

擁
護
支
援
の
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
、
関
係
機
関

・
団

体
か
ら
な
る
協
議

会

の
立
ち
上
げ
な

ど
を
盛
り
込
む
こ

と
も
想
定
す
る
な

ど
、
２
０
２
２
年
３

月
に
策
定
予
定

の

「
（仮
称
）
町
田
市

地
域
ホ

ッ
と
ブ
ラ

ン
」
の
中
で
の
策
定

を
す
る
べ
く
、
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
か
ら
の
４
月
２６
日
付

「新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る

緊
急
事
態
宣
言
を
踏
ま
え
た
各
種
健
診
等
に
お
け
る
対
応
に
つ
い
て
」
に
お
い

て
、
が
ん
検
診
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、

「が
ん
予
防
重
点
健
康
教
育
及
び
が

ん
検
診
実
施
の
た
め
の
指
針
」
に
基
づ
き
、
検
診
が
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
を

減
少
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
で
き
る
限
り
早
期
に
受
検
す
る
と
と
も

に
、
検
査
結
果
に
応
じ
た
受
診
等
の
行
動
に
つ
な
が
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重

要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
ご
留
意
い
た
だ
ぐ
よ
う
お
願
い
す
る
」
と
周
知
さ
れ

て
い
ま
す
。

町
田
市
に
お
け
る
生
活
習
慣
の
改
善
や
健
康
づ
く
り
の
推
進
い
安
心
で
き
る

地
域
医
療
の
充
実
に
向
け
て
作
成
さ
れ
た
、

「ま
ち
だ
健
康
づ
く
り
推
進
プ
ラ

ン

（第
５
次
町
田
市
保
健
医
療
計
画
２
０
１
８
年
か
ら
２
０
２
３
年
）
」
で
も
Ａ

３
つ
の
基
本
日
標
の
う
ち

「健
康
に
生
活
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
る
」
の
中
で

「が
ん
検
診
の
実
施
」
が
重
要
な
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
ｏ

が
ん
予
防
対
策
の
推
進
に
お
い
て
は
、
回
の
指
針
に
基
づ
く
が
ん
検
診
の
完

施
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
中
、
町
田
市
で
ま
だ
実
施
さ
れ
て
な
い
、
肺

が
ん
検
診
の
早
期
実
施
を
求
め
な
が
ら
、
民
臣
協
定
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど

と
引
き
続
き
連
携
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
市
民

へ
の
周
知
、

そ
し
て
、
市
民
協
働
で
、
総
合
的
に

が
ん
予
防
対
策
を

一
層
進
め
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
が
ん
検
診
は
大
事

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
、
し

っ
か
り
と
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
深
刻
な
わ
が
国
に
お
い
て
、
子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
発

達
ど
力
強
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
か
つ
て
な
く
高
ま
っ
て
お
り
、

国
、
都
道
府
県
、
市
区
町
村
が
強
力
に
連
携
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
す
ザ

地
方
行
政
の
現
場
で
は
、
子
ど
も

・
子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
組
談
や
要
望

が
住
民
か
ら
日
々
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
妊
娠
、
出
産
、
保
育
、
教
育
、
医
療
、

福
祉
、
児
童
虐
待
ハ
非
行
、
貧
困
、
い
じ
め
（
事
故
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
要
望

や
相
談
に
適
切
に
対
処
す
べ
く
、
現
場
の
職
員
は
国
と
連
携
し
つ
つ
尽
力
し
て

い
る
が
、
国
の
一
元
的
な
窓
口
が
存
在
し
な
い
た
め
、
十
分
な
連
携
が
取
れ
ず
ハ

迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
が
で
き
な
い
ケ
ト
ス
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
必
要
な
施

策
を
進
め
る
上
で
、
財
政
的
な
制
約
も
深
刻
で
す
。
現
在
報
道
さ
れ
て
い
る

「
こ
ど
も
庁
」
の
設
置
は
、
ま
さ
に
こ
れ
ら
の
諸
課
題
の
解
決
に
資
す
る
も
の

と
考
え
、
町
田
市
議
会
は
「
国
に
対
し
、
子
ど
も
政
策
の
充
実
を
図
る
た
め
以

下
の
事
項
を
実
施
す
る
よ
う
、
強
ぐ
要
望
す
る
こ
と
と
決
し
ま
し
た
。

一一一韓朧絢獄
〓臣コ鶴磯臓鞘釣韓
「限義鞘”歳軒役鈍置。好韓革猟鞭一

・争

自
治
黙
間
で
の
略
差
が
生
じ
４
い
よ
う
本
国
が
主
導
し
て
国

。
都
道
府

●
一　
県

。
市
区
町
村
の
連
携
体
制
を
構
築
す
る
こ
と

Ｊ
　
自
治
体
の
子
ど
こ
政
策
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
財
政
支
援
を
強
化
す
る

ｉ

一　

こ

と

※町臣市議会定夕l会、本会議(一般質問3月 22
口)の凄様が町爾市議会インタ‐ネット録画
中継にアップされています。
検葬→町田市議会ホームページー議会中継→本会
議録画中継→令和3年 9月 22日 →肩襄困学

学 :町田市パイオエネルギーセン歩―及び周辺施
設等の防災拠点としての位置づけについて
,高橋副市長:これまでの施設にはなかった茉Fた
な機能を周辺施設と連携することで、市民の背
さまの生命、財産を守り、災書時にも安心をお
届けできる施設となります。

学iopF(予 防のための子どもの死亡検証につ
いて)の全庁的な取組みを求めるも
高橋目1市長:ど ういう形セときるかということも
検証しながら、各部の横断的な情報交換も含め
て考えていきたい。

学 Ⅲ在宅医療・介護のさらなる連携強化と取組

みを求める。

いきいき生活部長 1医療と介議の連携を中心

としながら、地域の生活支援サービス等の社会

資源についても、在宰F養の支援に必要な情報
として共有を図っていきますど

③CD直  :
Chnd D99th netiew(チ ャイルド・デス・レビュー )の

警醜 謎 犠 陥 講 羅 羅 縄 薮 姦 報
その他の行政関係者等)が、子どもの既往歴や家族背景、
死に至る直接の経緯等に関する様 な々情報を基に、検証
を行うことt:|リモ効果的な予防策を導き出し予防可能
な子どもの死亡を減らすことを目的とするもの。

:
素

奪

:

お

誓

1

:

菅

ゞ

藤田学事務所

! 〒194-9218 町田市常盤町35941
TEL:090-4070-3283 FAX 1042-797-4646
E‐ mail i gakurf24h@gmail cOm

http://gaku24h org

町田市議会議員  (自 由民主党会派)/自 E脅民主党東京都町田市
第19支部支部長/自 由民主党町田総支都政務調査会長/田「田市
文化。芸術振興議員連盟副会長/町田市ソフトボール連盟副会長/磯

町国市マレットゴルフ協会顧問/町田スケートボーディング協会顧問/町田市書道連盟会員/
東京町由サルビアロータリークラブ会員/国際

ヌ犀蓬≧誓雷;緯 督撃酎蜃星丞壱95-員会委員/町田」Cシニアクラブ会員/町田市青少

が
互
家
盟
診
常
大
盪
Ｔで
す
。

「防災拠点/CDR/在宅医介」
令和 3年 3月 定例会 (第 1回 )

令和 3年 3月 ク2日 (本会議 )

「町田市議会だよりJが
発行されました。

（令
和
３

6

冒
こ
ど
も
庁
〓
甕
夢
をボ
め
る

雪
笞
猛
雷
暫
ヨ
毘
密
″
会
孫
考
提
髪
弼

得
で
解
訴
さ
れ
ま
し
亀

'rむ

手}〕?
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イ
ポ
く
み
▼
ｌｔ
葬
Ⅶ
裂
ヨ▼チ
ウ
イ
ル
ス
成
デ
好
器
黎娑

際
念
拿
懲
宣
ぞ
ヤ
ｌｔ
、
次
胎
を
恙
ｔ
ｋ
誌

，
禽
奇
く
て
い
ま
ｔ
ｋ
が
、
や
ご
界
鴎
す
を
■

で

き

る

どヽ

に

も

寺

ろ

ｔ

で

す

が
、

生

さ

史

う

参

】

ん

挙
″

、

驚

一ぇ

〓

寡

望

、

ね

欽

ヽ

夕

鷲

一
ｋ
ｆ
いて
さ
ま
、
イｔ
。
そ
糸
ｆ
け
卜
、
ヨ▼チ
絡
で
は
、
十
●
４
●
●
ヤふ
２
む
ギ
ん
の
多
′を
鴎
て

■
籍
ｆ
鍮
轄
飾牌取雑
翻
怪
抑
将町
浮
雛
晉

彩筆
井
脚癖州「溢
御ド
牡徹
鈍
Ｆ鑑
猾ｔぃぃｋちで馨
え交換
合

オ
ｔ
て
Ｓ
ま
ヽ
に
。
†
の
拭
え
分
参
ド
ル
ト
■
、

テ
端
御
ソ
　

　

　

が

郊

騨

紳
簸

離

短

付
が
奉
ｌｔ
闘

ハ
癖

時

訴

ゑ
そ
卜
よ
り
「ヽ邦
†
分
あ
猛
」を
、３
チ
絡
つ
彩
奪
ひ
鶏
な
く
一

斧

膨

一
斜

　

　

　

将
鶉

折

筏
侮
転

詮

舞

亀
考
‘
宏
ミ
て
征
荻
ｔ
ｔｔ
隠
え
イ
．
『イ
ン
タ
ー
カつ
ト
ェ
の
いｔ
り
竹
エ
ｌｔ
．関
す
る
そ
え
考
』

を
、
公
ハ
一炎
イ
僚
ｔ
■
ｔ
ｋ
。
え
冽
〈
＝
閑
〈
ｔ
ｌ
ｔ
ｋ
が
、
コ
エ
盆
や
、
す
颯
ト

そ
う
《
Ц

鯰
勃
ｔ
て
立
いす
■
す
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

れ
君殖

臨〕
いｒ
（Ｆ毘均
棒

甚
撻
鵡
ヶ

軒
Ｐ
午
森
ハ
結
夙
　
一鮮
‘
」

．が
一
壮

東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ツ
ク
は
、
世
界
の
パ
ラ
ア

ス
リ
ー
ト
た
ち
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
閉
塞
感
が
漂
う
中
で
、

感
動
と
希
望
を
与
え
続
け
て
く
れ
ま
し
た
や
こ
の
パ
ラ
リ

ン
ピ
ツ
ク
レ
ガ
シ
ー
を
共
生
社
会
の
実
現
へ
繋
げ
て
欲
し

い
と
の
思
い
を
込
め
て
、
前
向
き
に
議
論
ｔ
、
市
も
教
育

委
員
会
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。　
　
　
・

市
で
は
、
森
々
な
障
が
い
の
あ
る
ア
ス
リ
ー
　
が
、
公

平
に
能
力
を
発
揮
し
活
躍
で
き
る
世
界
最
高
峰
の
競
技
大

会
で
あ
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
価
値
や
意
義
を
重
要
な
も

の
と
捉
え
、
大
会
気
運
醸
成
や
事
前
キ
ャ
ン
プ
招
致
を
通

し
て
、
パ
ラ
ス
ポ
ド
ツ
の
理
解
促
進
、
普
及
啓

の́
取
り

組
み
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
３
月
に
は
、
こ
れ
ら
の
パ
テ
ス
ポ
ー
ツ
に

関
す
る
取
り
組
み
や
、
ユ
ニ
バ
■
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
キ
ち

づ
く
り
等
が
内
閉
官
房
に
認
め
ら
れ
、

「共
生
社
会
ホ
ス

訃
タ
ウ
ン
」
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
「
市
で
は
ｎ
市
民
と

り
わ
け
子
ど
も
た
ち
が
パ
ラ
ス
ポ
ト
ツ
を
身
近
に
感
じ
、

障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深
め
、
多
様
性
を
認
め
合
う
土
壌

が
育
ま
れ
て
き
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
　
．

こ
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ツ
ク
レ
ガ
シ
ー
を
今
後
∫
継
承
し
て

い
く
た
め
Ａ
市
と
し
て
、
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ツ

ク
の
終
了
後
も
パ
テ
ス
ポ
ー
ツ
の
理
解
促
と
、
普
及
啓
発

の
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

教
育
委
員
会
、
各
学
校
で
も
、
オ
リ
ン
ど
ツ
ク

。
パ
ラ

リ
ツ
ピ
ン
ク
教
育
と
し
て
、
オ
リ
ン
ゼ
ア
ン
や
パ
ラ
リ
ン

ピ
ア
ン
な
ど
を
招
聘
し
て
実
技
指
導
を
受
け
た
り
、
講
話

を
聞
い
た
り
し
て
、
直
接
ア
ス
リ
ー
ホ
と
触
れ
合
う
こ
と

や
、
Ｅ
本
の
伝
統
文
化
を
体
験
し
た
り
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
だ
り
す
る
こ
と
な
ど
の
教
育
活

動
を
２
０
１
６
年
度
か
ら
５
年
間
に
わ
た
，
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
教
育
活
動
を
通
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

・
マ
イ
ン
ド
、
障
が
い
者
理
解
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、

日
本
人
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
ｎ
豊
か
な
目
際
感
覚
の
５

つ
の
資
質

・
能
力
を
育
ん
で
き
ま
し
た
ｏ

ｔ
れ
ま
で
取
り
狙
ん
で
き
た
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク

・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ツ
ク
教
育
を
い
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ツ
ク

競
技
大
会
終
了
後
も
引
き
続
き
様
々
な
形
で
宅
．
ぃ
し
、
次

の
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
、
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
引
き
継
が

れ
る
よ
す
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
０
特
に
、

パ
ラ
リ
ツ
ピ

ッ
ク
に
関
す
る
教
育
は
、
子
ど
も
た
ち
の
障

が
い
者
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
夢
や
希
望
、
困
難
に

立
ち
向
か
う
意
欲
等
の
大
切
さ
を
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
す
。

今
後
も
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
直
接
ア
ス
リ
ー
ト

と
触
れ
合
う
こ
と
や
、

障
が
い
の
あ
な
人
が

感
じ
る
不
便
や
不
安

を
直
接
体
感
す
る
体

験
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
、
地
域
の

留
学
生
や
外
国
人
と

の
交
流
な
ど
の
取
組

を
実
施

し
、
今
後

、

児
童

・
生
徒
の
心
に

一
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
残

し
て
い
き
ま
す
”

ｓ
無
ａ
ｔ
ｅ
ｂ
ｏ
ａ
ｒ
ｄ
の

フ
て
こ
ル
一ド
と
夢
を
広
げ
た
い

　

　

一

今
年
６
月
、
若
者
た
ち
の
願
い
を
背
負

っ
て
、
醒
田
ス

ケ
ト
ト
ボ
ー
デ
イ
ツ
グ
協
会
が
発
足
し
ま
し
た
翌
私
も

協
会
顧
潤
と
し
て
、
後
押
し
て
い
ま
す
。

ス
ヶ
ｌ
ト
ボ
ー
ド
は
、
今
や
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
種
目
。
夢

を
抱
い
て
い
る
若
者
、
子
ど
も
た
ち
は
た
く
さ
ん
い
ェ
す
。

だ
け
ど
、
町
団
に
は
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
プ
レ
ー
す
る
場

所
が
な
い
の
が
一現
状
で
す
ゃ
プ
レ
ー
環
境
整
備
、
ま
ず
は

顧
間
の
ミ
ッ
シ
ヨ
ン
で
す
。
熱
い
着
手
メ
ン
バ
ト
と
共
に

動
き
出
し
ま
す
―
ス
ト
リ
ー
ト
で
行
き
場
の
な
い
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ダ
ー
た
ち
、
集
合
で
す
！

こ
こ
か
ら
の
ス
ト
ー
拶
Ｉ

こ
の
ま
ま
で
は
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
が
で
き
る
場
所
が

な
く
な
っ
て
い
ぐ
。
仲
間
や
若
者
た
ち
が
、
で
き
る
場
を
、

夢
を
追
い
か
け
る
場
を
求
め
て
、
町
田
か
ら
去
っ
て
い
く
。

ｔ
れ
で
は
い
け
な
い
、
半
年
前
、
若
者
の
た
ち
が
立
ち
上
が

り
ま
し
た
。
町
田
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
デ
イ
ン
グ
協
会
を
設
立
。

町
田
か
ら
、
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
で
活
躍
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
を
輩

出
す
る
夢
も

一
緒
に
抱
き
な
が
ら
、
動
き
だ
し
ま
し
た
。

８
月
１０
日
、
東
一爪
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
で
の
、
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ダ
ー
た
ち
の
活
躍
、
そ
し
て
、
世
界
の
選
手

た
ち
が
リ
ス
ペ
ク
ト
し
合
う
か
の
涙
し
た
感
動
を
背
に
、

野
津
田
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
、
町
田
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
デ
イ
ン
グ

自隠確

0・
「お
'II

■

■

■

■鞘
公武ウエプサイト

htp:″ gakけ 24h org
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町
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市
議
会

自
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党
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発
行
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削
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町
田
市
森
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２
丁
目
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番
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号
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ととrtte

義
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ノ

パ
ラ
リ
ア
？と
プ
ク
弦
ガ
ン
ー
，

舞
箆
粧
分
の
実
現
〈



協
会
の
キ
ー
メ
ン
バ
ー
、
小
倉
衆
議
院
議
員
ぉ
町
田
市

の
ス
ポ
ー
ツ
、

公
園
管
理
の
担
当
部
課
長
さ
ん
た
ち
、
野
津
田
ス
ポ
ー
ツ
公
園
指
定
管

理
者
さ
ん
ら
が
集
結
。
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
予
定
地
を
視
察
し
、

早
期
実
現
と
、
こ
こ
か
ら
、
ど
う
発
信
し
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
た
ち
に
も

マ

ナ
ー
と
地
域

へ
の
参
画
、
そ
し
て
、
ま
ち
に
ス
ケ
ト
ト
ボ
ト
ド
を
楽
し

め
る
フ
ィ
ー
ル
ド
を
広
げ
て
い
く
か
な
ど
、
実
際
に
プ
レ
ー
ヤ
ー
た
ち

の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
現
地
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
本
会
議

（９
月
２
日

一
般
質
問
）
で
も
、
若
者
た
■
か
ら

の
市
長
へ
の
手
紙
を
も

つ
て
取
り
上
げ
、
担
当
部
長
か
ら
、

「
現
状
と

し
て
、
公
園
で
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
に
つ
き
ま
し
て
は
、
原
則
と
し
て

利
用
を
認
め
て
い
ま
す
が
、
他
の
利
用
者
へ
の
乞
院
が
生
し
な
場
合
や
↓

近
隣
住
民
か
ら
マ
ナ
ー
や
騒
音
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
禁
止
せ
ざ
る

得
な
い
公
園
が
増
な
て
い
ま
す
ｏ　
　
　
　
　
・

今
後
は
、
地
域
へ
の
理
解
を
い
た
だ
く
よ
う
に
努
め
な
が
ら
、
利
用

を
広
げ
て
い
↑
た
め
に
、
指
定
管
理
者
が
管
理
す
る
公
園
に
お
い
て
、

泊
主
事
業
に
よ
る
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
教
室
の
実
施
や
、
仮
設
の
ス
ケ
ー

ト
ボ
■
ド
場
を
設
置
す
る
こ
と
な
検
討
し
て
い
ま
す
。
発
足
し
た
町
田

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
デ
イ
ン
グ
協
会
と
利
用
拡
大
に
向
け
て
、
調
整
し
て
い

き
ま
す
。」
と
前
向
き
な
答
弁
も
ヽ
ち
い
ま
し
た
。

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
が
で
き
る
施
設

‐の
整
備
に
つ
い
て
は
、

「町
田
市

第
二
次
野
津
田
公
園
整
備
計
画
」
の
中
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
早
期

実
現
に
頑
張
り
ま
す

８
月
１５
日
の
大
雨
に
よ
る
風
水
害
で
は
、
町
田
市
で
も
テ
レ
ビ
報
道

さ
れ
る
な
ど
複
数
の
箇
所
で
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
地
元
小
山
日
付

近
で
も
、
上
小
山
田
３
件
、
下
小
山
４
１
４
で
、
伏
き
な
土
砂
崩
れ
が

発
災
し
、
藤
田
学
も
翌
日
に
現
地
調
査
、
近
憐
の
方
芳
の
相
談
も
受
け
い　
　
　
町
田
市
バ
イ
オ
エ

ル
ギ

で
き
る
限
け
の
対
応
を
市
に
も
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
す
ｏ
現
場
で
は
、　
　
ト
ラ
ル

―
セ
ン
タ
ー
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

の
施
設
と
し
て
、
令
和
４
年
１
月
よ
り
稼
働
し

ま
す
。
総
事
業
費
経
３‐
０
９
億
円
の
呼
田
市
が
始
と
っ
て
以
来
の
大‐事
業
と

な
げ
ま
す
。
日
本
ら
一
循
弟
型
社
会
形
成
推
と
交
付
金
と
し
て
約
１
０
７

耐
隅
郷
蜘瑶
め】鸞
稀
媒
ｐ対
経
籍
経
静
く

回
収
す
る
と
と
も
に
、
バ
イ
オ
ガ
ス
化
に
よ
り
〔
燃
や
せ
る
ご
み
の
持
つ
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
電
気
ェ
堺
ル
ギ
■
に
変
え
る
こ
と
が
一
き
ヽ
「環
境
ｉ
や
さ
し

い
施
設
で
あ
る
こ
と
上
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

バ
イ
サ
ガ
ス
化
施
設
で
は
、
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
か
ち
生
ご
み
等
を
選
別
し
い

発
酵
す
る
こ
と
で
メ
タ
ツ
ブ
ス
を
発
生
さ
せ
、
ブ
ス
発
電
を
行
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、一
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
常
効
活
用
す
る
と
と
も
に
、
焼
却
量
の
削

城
、
生
ご
み
の
資
源
北
等
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
け
ま
す
。

焼
却
熱
を
利
用
し
た
蒸
気
発
電
を
合
わ
せ
ま
す
と
、　
一
日
あ
た
ヶ
、
８
万

４
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
フ
ー
の
電
力
を
作
り
出
す
こ
と
を
想
定
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
、　
一
般
家
庭
の
消
費
電
力
で
換
算
し
ま
す
と
、
約
８
万
４
百
世

瑞鰐
層
幡
鞄
平
糞
輔
鸞
指
呻疑
第
杖
」恥鶴

力
は
｛
石
油
等
つ
化
若
燃
料
を
使
用
す
る
発
電
に
比
べ
に
Ｃ
０２
排
出
の
少

な
い
ク
ヶ
ｌ
ン
な
電
力
で
す
。

そ
し
て
、
登
電
し

・
た
電
力
は
、
町
田
市
バ

イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
■
セ
ン
タ
　
ｈ
で
使
用
し
、

残
り
つ
電
力
は
売
却
す
る
予
定
で
す
「
余
剰

藉
揺
話
雛
麹
蝿

と
進
務
し
た
小
坑
電
気
事
業
者
が
余
剌
と
な

ち
電
力
を
買
上
げ
、
ｔ
の
電
力
を
町
田
市
の
公
共
施
設
や
学
校
、
企
業
等
ヘ

売
ヶ
払
う
計
画
た
し
て
い
ま
す
。
地
域
か
歩
出
さ
れ
た
さ
み
の
焼
却
無
に
よ

り
発
電
し
た
電
力
を
、
地
域
内
に
供
給
で
き
る
仕
組
み
で
、
資
源
化
で
き
な

い
ご
み
の
焼
却
す
る
際
の
、
ご
み
の
持
つ
モ
不
ル
ギ
ー
を
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

ｔ
変
え
る
こ
と
で
資
源
の
有
効
活
用
を
図
ヶ
、
ク
リ
ー
ン
電
力
の
地
産
地
消

を
実
現
で
き
る
取
り
組
み
で
あ
り
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
テ
ル
に

工貝
献
す
る
日
本
朝
の
最
売
端
の
施
設
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
ｏ

住
宅
の
日
の
前
ま
で
押
し
迫
り
、
通
学
路
に
覆
い
被
さ

っ，
た
り
と
、
自

然
災
害
に
対
し
、
本
当
に
危
機
感
を
持
ち
ま
し
た
。

町
田
市
で
も
、
東
京
都
に
な
る
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に
基
づ

き
、
指
定
さ
れ
た
地
区
ご
と
に
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ツ
プ
を
作
成
し
、

対
象
地
区
に
お
住
ま
い
つ
方
に
対
し
て
、
ま
た
、
防
災
課
の
窓
口
や
各

市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配
布
し
、
広
報
ま
ち
だ
や
町
田
市
ボ
ー
邦
ぺ
■

ジ
で
周
知
す
る
な
ど
、
災
害
に
対
す
る
日
硬
の
備
え
や
、
い
ざ
と
い
チ

時
の
行
動
や
避
難
の
準
備
等
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
機
を
提
え
て
、

、繰

っ
て
き
ま

し
た
。

り
返
し
周
知
、
啓
発
を
行

議
論

の
中
で
↓
「藤
田

議
員
に
ご
指
摘
い
た
だ
い

た
点
に
つ
い
て
は
、
命
を

失

っ
て
い
た
可
能
性
も
あ

る
と
、
企
ぐ
同
じ
危
機
感

と
認
識
を
持

っ
て
い
る
。

町
田
市
で
は
、
「町
Ｈ
市

地
域
防
災
計
画
」
を
定
め
、

平
時
か
ら
災
害
に
備
え
て

い
る
。
ま
た
、
い
ざ
災
害

の
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
よ

う
な
状
況
と
な
っ
た
際
に
は
、
即
座
に
市
長
を
ト
ツ
プ
と
す
る

「災
害
難

策
本
部
」
を
立
ち
ェ
げ
、
刻
々
と
変
化
す
る
状
況
を
夫
有
し
、
「と
難
指
示
」

等
の
発
令
に
つ
い
て
判
断
し
て
き
た
が
い
こ
れ
ま
で
別
刷
り
と
な
っ
て
い

た
「町
田
市
洪
本
・本
書
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
と
「町
閣
市
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ツ
プ
」
を

一
体
化
し
て
、
現
時
点
の
上
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定

状
況
を
反
映
し
た
上
で
、
浸
水
擁
子
の
予
測
匹
域
を
語
韓
し
だ

「町
田
市

洪
水

・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ツ
プ
」
を
今
年
度
中
に
作
成
し
う
市
内
全

地
区
に
配
姉
す
る
な
ど
、
市
民
凋
知
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
。
今
後
も
、

油
断
す
る
こ
と
な
く
、
危
機
感
を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
災
害
対
応
に
あ
た

る
」
と
答
弁
を
も
ら
い
共
有
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
ヽ
地
域
住
民
ら
舞
心
安
全
に
一
層
取
り
紙
ん
で
い
き
ま
す
。

(下小山闘、上小山由の上砂災害現場
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主
紗
舞
霧
警
藤
募
財
対
策
編

舵
孵
霧
を
捕
っ
て
寡
呼
綴
ん

で
い
警
安
す
　
生藝
霞
藝
錘
縛

阿
餌
奮
始
李
っ
て
以
来
の
大
窮
葬

パ
イ
ガ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ユ
必
ゃ

Ｓ
，
０
３
．カ
ー
が
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
拝

安
辱
ず
る
最
先
鯖
の
距
議
と
し
て
↓

令
都
瀑
好
１
月
よ
り
稼
働
レ
多
す
。

員
錘
紹
躍
園
題
罰
鶏
響
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預金払戻請求
振込金受取書

書・預金口座振替 Iこよる拝込章付書
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振込のために
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す
か

な
の
で
し
ど
つ
ｏ

優

そ
れ
ま
で
の
予
世
絵
は
、

て
い
ま
す
。
座
塵

ウ
げ

役
者
絵
や
柔
人
画
が
主
流
で

に
知
っ
て
い
た
の

畏  佑
風
景
河
は
人
気
の
有
る
分
野

で
は
あ
り
蛍
せ
ん
で
し
た
。

と
り⊂
ろ
が
，
挫
獨
の

目
昌
嶽

た
風
景
画
が
大
き
な
マ
＝
ケ

ッ
ト
と
拒
て
急
成
長
し
て
い

く
事
に
，な
り
〈
北
斎
以
外
つ

浮、世
絵
師
も
風
最
国
を
描
く

よ
う
に
な
ど…り
ま
す
。

そ
の
北
斎
の
後
を
承
け
て

本
格
的
に
参
入
し
て
き
花
の

が
広
重
で
す
れ
北
芸
よ
り

一

世
代
看
い
広
重
の
才
能
は
、

コ

幽
斎
簿
き
東
都
名
前
』

で

一
気
に
開
花
し
ま
す
。

広
重
も
北
斎
の
ヒ
ッ
ト
の

原
因
に
な
わ
た
（
プ
ル
シ
ア

ン
ブ
ル
ー
な
ふ
ん
だ
ん
に
使

い
ま
し
た

‐‐Ｐ

切　『芝仔

と
こ
ろ
が
、
広
重
は
北
斎

」
Ｏ

と
違
い
↓
空
の
表
現
に
も
工

ら
な
い
の
で
す

。
が

有
名
な
保
永
堂

道
五
拾
二
次
中
は

作
工
程
を
経
る
程

簡
略
化
さ
れ
て
い

空
の
青
色
で
、
一

景
へ
導
い
て
行
く

持
つ
叙
情
性
が
、
，

こ
と
な
く
持
続
さ

同
じ
く

『池
鯉

馬
市
）
で
は
（
専

渡
る
風
を
ヽ
緑
つ

で
表
現
し
て
い
る

表
現
が
見
ら
れ
ま
ヽ

広
重
は
淡
い
色
・

が
得
意
で
し
た
が
、

要
請
に
従
い
（
ど
（

を
使
う
よ
う
に
な
・

例
え
ば
、

「名
所

一

浅
草
金
龍
山
』
．一

景
に
赤
い
雷
門
を
一

景
に
雪
景
色
の
様

を
描
い
て
い
ま
す

小
林
清
録
の
逃

卓
越
し
た
美
へ
の
一

工
光
へ
の
喧
環
び

そ
し
て
、
時
に
写

は
な
い
か
と
思
ね

表
現
が
見
ら
れ
ば

．画
面
を
シ
舛
成

裂
く
貴
色
い
線
痛

か
れ
た
い

『千
ほ
一

屠

』
。
ウｃ
恐

一

高
積
雲
ら
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動とし胡趣期騒り中で∋搬 捧く,

町と継白山民主党公漁|

!  l  i   意見広告

小中学生の医療費助成(所i得制限の撤廃)、
小学校全学年の学童保育を実現I I I
>回や東京都と連携し、財源を確保!>災

未来臼廻〕設供危壱に000

害年3盆ぃ衛づ(り |

町岡市議会公明党今琴口4年度政策提言
市議会公明党は、町田市長に新型コロナウイルス感染症対策を含む
政策要望を提言しました。主な政策は以下のとおりです。
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